
年度
第 回稼ぐ力検討委員会まとめ

1



要旨

稼ぐ力検討委員会のビジョン

沖縄県民所得の中央値が全国平均に追いつくこと（ 万円〜 万円）

論点

● 県民所得の原資となる、企業の稼ぐ力について企業を構成する個人の要因と事業の構造に分け

て理解する必要がある

● 産業構造だけではなく、企業の規模や利益構造（赤字構造）を検討するべき

● 個人の観点からは、経営者の経営能力およびガバナンスの観点と従業員の能力や競争力が稼ぐ

力に繋がるという見解で一致
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稼ぐ力についての切り口

規模の経済

値決め
経費

経営目標
ガバナンス

教育
向上心

稼ぐ力

経営者 事業規模

従業員 付加価値
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企業規模についての論点

企業規模

雇用

投資

人材採用

低離職率

企業規模の成長
が雇用を創出

企業規模の成長
が投資を促進

県内外の採用力

正社員、福利厚生

売上成長

効率化

生産能力の増強

生産、流通など
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企業の成長が及ぼす効果

県内で競争が生まれる

産業化市場競争

企業の成長

規模の経済が働く

産業が集積する

流動性 効率化

人材、資本の流動化が
起きる
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経営者が及ぼす影響

経営者

売上・利益で高い目標

雇用、財務における規律

経営目標

ガバナンス

事業規模

従業員

財務

付加価値
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企業の稼ぐ力向上に対応する従業員の立場

従業員

いい仕事は雇用の
安定を生み出す

向上心と教育が能力を
向上させる

雇用の安定

能力向上

家庭

自己実現

市場価値

教育
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事業規模の成長が及ぼす効果

事業規模

原価、販管費ともに
規模の経済が働く

費用を売上が吸収するため
、思い切った投資が可能

生産性

投資

給与水準

効率化

生産能力

市場競争
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付加価値額の向上が及ぼす効果

付加価値

高付加価値の商品・サービ
スは県外移出が可能

利益により思い切った再投
資が可能となる

市場の拡大

再投資

事業規模

効率化

生産能力

市場競争
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